
千11益剰余金合計

d 効力発生自    令和_年_月 _日

なお、配当原資については、利益魏余金とすることを予定しております。消費税等の会計処理

消費,等の銅 処理は、

当該事業年度中の腐余金の配当に関する事項
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定時株主総会

令和_1年_■月17曰  普通孫訳: _0千円 ___円 令和_年二J_日  令和_年二月_曰

取締殺会

計_ゃ _0千月

当該事業年度後の剰余金の配当に関する事項

令私幸午_6月 17日 薇 の議案として、普通株式の配当に関する事項を次

の通り提案しております。
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株主資本等変動計算書
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株主資本等変動計算書に闊するま記
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